
ご連絡頂いた際に、「廃液削減装置XR-1200Jの「365o」解除手順」をご案内させて頂
くことがあります。 
その場合は、下記手順に従って操作を実施してください。 
 
ご注意： 
弊社コンタクトセンターへご連絡頂き365o」解除手順をご案内させて頂いた場合の
み、ご実施ください。 
「365o」表示のみ解除し、1年以上メンテナンスを実施していない場合、廃液処理効
率の低下や再生水への廃液混入など、不具合発生のリスクが高まります。 
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「365o」表示について 
 
定期メンテナンス実施時期を知らせる表示となります。 
表示がでましたら、弊社コンタクトセンターまでご連絡ください。 
 
定期メンテナンス内容は以下のとおりです。 
①パッキン・Oリング・弁などの消耗品交換 
②再生水を採取し、分析結果を計量証明書にて提出 
③再生水生成量の計測・各部動作確認・蒸留部の清掃 
廃液削減方法が減圧蒸留方式を採用しており、消耗品の定期交換をせず劣化すると、 
減圧不良や蒸留部温度異常などで、廃液処理効率の低下や再生水への廃液混入など、 
不具合発生のリスクが高まります。 

安定してお使いいただく為に引き続き保守契約の更新をお願い致します。 

XR-1200J XR-2000 XR-5000 XR-5000Ⅱ 
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①操作パネルを確認し、現在のタイマー設定（赤枠部分の2桁）を控えてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②タイマー設定を「22」に変えます。 
  「リセット/排出」ボタンを一回押します。 
  パネルに「-22-」と表示されたら、手順③へ移ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③タイマー設定を「44」に変えます。 
  「リセット/排出」ボタンを一回押します。 
  パネルに「-44-」と表示されたら、手順④へ移ります。 
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④タイマー設定を「39」に変えます。 
  （※タイマー設定「39」以外に変えないよう、ご注意ください。） 
  パネルに「--39」が表示されたら、「リセット/排出」ボタンを一回押します。 
  ブザーが鳴りましたら、手順⑤へ移ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤タイマー設定を「44」に変えます。 
   「リセット/排出」ボタンを一回押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥タイマー設定を、①で控えた数値へ戻します。 
 
 
 
⑦運転を掛け、365o表示が消えていれば、解除完了です。 
以上で、「365o」解除手順は終了となります。 
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